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＜連絡事項＞
・なし

＜入室状況＞
【入院】
・向井　敦子様～東病棟Bユニット1号室に医療保護入院となる。

＜患者様連絡事項＞
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中、他室侵入や迷惑行為あり早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。									
・宮　誠肯様～身体拘束中。トイレ誘導の際、亜昏迷状態著しく、脱力、無動の症状あり。介助に
てベッドを誘導後も突然起き上がろうとすることや下肢をバタバタさせることあ
り。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。


＜深澤Dｒ診察＞
・澤口　利香様～転院に関してみちのく記念病院から受け入れ可の連絡が入り、家族と先方が退院日時を調整している段階であることを報告している。上記に関して本人への通知は慎重にすること、また通知後の症状変化には十分注意して観察をするよう指示がある。臨時薬【1～4】変更なく6/5処方指示あり。

・藤井　崇史様～毎日頓服を服用している状況に関して「環境が…」と話されている。活気のなさやうつ症状があるが、食事は摂れていることを本人が主張している。臨時薬は変更なく6/5まで処方指示あり。

・中村　タヨ様～本日室岡整形外科受診し、骨折部位は癒着傾向であるが、アクセラスは1週間程継続の指示があった件を報告。4週間後に再受診予定である。臨時薬１０８ツムラ人参養栄湯エキス顆粒は終了、点滴は6/12まで継続の指示あり。

＜小栁Dｒ診察＞
・伊藤　宏一様～本人から煙草が吸えず口寂しいとの訴えあり。飴やコーヒーに関しては時間を問わず摂取していいとの指示あり。

他の患者様に指示内容の変更・処方なし。

＜入院患者情報＞
日　　時：令和6年5月29日　　15：08
　氏　　名：向井　敦子（むかい　あつこ）様
　生年月日：昭和年12月22日(67歳)
　病　　名：抵抗性統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　S59年（26歳時）頃より幻聴や被害妄想と不穏行動が顕著となり、
　S59年4月高松病院へ入院。以後も同院へ4回の入院歴がある。H2.
　6.29退院後は兄・義姉家族と別居し、父母と生活していたが、
　義姉への幻聴・被害妄想は顕著であった。家族対応困難となり
　地元保健師へ相談し、H2.10.5当院を受診し入院。以後当院へ12
　回の入院を繰り返す。R1.11.12自宅へ退院となり、当院への通
　院、訪問看護の利用を継続していく事としていた。同月14日朝
　から手指振戦、尿漏れ、便秘、嘔吐の症状、また、声掛けして
　も閉眼し返答がない状態であった。同月15日、ご家族より前日
　の症状が持続しているため、受診・再入院を希望の連絡があり、
　同日症状改善、環境調整目的にて、当院13回目の入院となる。
　　入院後は不穏さなく経過していた。R6.4.21 朝食の為に車椅子
　を自操し、ホールに向かうが活気なし。介助でレストランへ
　向かい、食事出来ず、顔色不良。自室に戻り安静臥床を促す。
　寝室の床や寝具、口腔内、鼻腔に黒色タール様の嘔吐形跡あり。　　　　　　　　
[bookmark: _GoBack]　対話可能で意識レベル問題なし。診察にて、絶食、水分のみ可、
　内服薬中止、ロナセテープ貼付、クロザリルのみ内服し、東病棟
　合併症室へ移動し経過観察を開始。点滴治療を開始し、以降吐血
　なし。内科的精査を目的として、R6.5.20八戸赤十字病院へ転院
　のため、退院となっていた。転院後の精査の結果、異常所見は
　なく当院へ転院希望あり。前記経過により、東病棟Bユニットに
　医療保護入院となる。

